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令和６年度 緑といきもの賑わい事業 応募書作成要領 

 

はじめに（共通事項） 

 ・募集要項を事前にお読みいただき、特に応募資格、補助対象事業、補助内容等につい

て十分に確認してください。 

 ・サイズはＡ４版（図面はＡ３でも可）で、提出部数は各１部です。 

 

①応募書（応募様式第１号） 

 ○応募者（事業主体） 

   事業主体となる民間団体等の住所、名称、代表者の役職、氏名を記載してください。 

   下部枠内に発行責任者及び担当者を記載いただくことで押印は不要です。 

 ○事業名 

   「○○（保全対象種名等）生息地保全事業」、「○○（活動内容等）普及啓発事業」等、事

業内容がわかる名称を記載してください。 

  

②応募者概要書（応募様式第２号） 

 ○法人（団体）名、所在地、代表者（役職・氏名） 

   応募書と同一のものを記載してください。 

 ○設立年月日及び人員 

   法人（団体）の設立年月日及び会員（構成員、職員）の人数を記載してください。 

 ○主な事業（活動）内容 

   法人（団体）の事業（活動）内容を具体的に記載してください。 

 ○資金助成及び委託の実績 

   他の団体（長崎県含む）からの過去３年間の資金助成や委託の実績がある場合には、

事業の名称及び補助・委託の額を記載してください。 

 ○担当者、連絡先 

   事業応募に関する担当者の連絡先等を記載してください。 

 

③事業内容書（実施要領様式 1） 

 ○事業名 

   応募書と同一のものを記載してください。 

 ○事業実施地域 

市町名、番地等をできるだけ詳しく記載してください。 

 ○実施予定期間 

   実施予定期間は令和６年５月～令和７年 3月までの間で記載してください。 

 ○事業目的 

   何を目的（ゴール）として事業を実施するかを文書で具体的に記載してください。 

 ○事業内容 

   事業の区分別に記載してください。 

   できるだけ箇条書きでわかりやすく記載してください。 

   （事業の区分） 

    ①緑化事業 ②保全地域等の保全事業 ③希少野生動植物の保護増殖事業      

    ④生物の生息・生育空間の保全等に関する事業 ⑤普及啓発事業 ⑥組織基盤強化事業  

     ＊⑤⑥の事業についてはその他事業と組み合わせて実施できます。 
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 ○期待される効果 

   事業実施による効果を具体的に記載してください。 

 ○補助対象事業費、補助金交付申請額 

  ・募集要項「３．補助の対象となる事業」及び「４．補助の内容」を参考に補助対象

事業費を算出し記載してください。 

  ・補助金交付申請額は補助を要望する額のことで、補助対象事業費の９／１０以内で、

千円未満は切り捨てて記載してください。 

なお、補助額が下限に満たない事業は、補助の対象外になりますのでご留意くださ

い。補助額が上限を超える場合は、上限額を記載してください。 

 

④収支予算書 

 ・応募事業のみの収支とし、支出は事業区分・費目毎に記載してください。 

補助対象経費については、次のとおりです。 

工事請負費、委託料、謝金、借上料、賃金、資材購入費、通信運搬費、印刷製本費、

旅費交通費他 

＊なお、食料費、工事に関する測量設計、施工監理、用地費（借地料を含む）、維持

管理費、備品費（一点 5万円以上）、タクシー代等は対象となりませんので注意し

てください。 

＊賃金の上限は軽作業 1,200 円/時間、イベント設営及び運営・事務作業費 1,000

円/日又は 500 円/半日 

 

⑤概算設計書、仕様書または概算見積書の写 

 ・支出の根拠となる資料として添付してください。 

 

⑥関係図面（位置図・配置図）及び現況写真 

 ・事業内容がわかる図面及び事業地の現況写真を提出してください。 

   ＊普及啓発事業については不要です。 

 

⑦その他 

 ・参考資料として、既存のパンフレット、会報、新聞や雑誌の記事などがあれば、添付し 

てください。 
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（応募様式第１号） 

 

  年  月  日 

 

令和６年度緑といきもの賑わい事業応募書 

 

 

   長崎県知事  様 

 

 

住 所 

法人（団体）名 

代表者（役職・氏名）            

 

 

 令和６年度緑といきもの賑わい事業について、関係書類を添えて応募します。 

 

 

事業名： 

 

 

発行責任者及び担当者 

 発行責任者 氏名           （連絡先：   －    －    ） 

 発行担当者 氏名           （連絡先：   －    －    ） 
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（応募様式第２号） 

 

令和６年度緑といきもの賑わい事業 応募者概要書 

 

法人（団体）名  

法人（団体）の所在地 
〒 

 

代表者（役職・氏名）  

法人（団体）の連絡先 電話：         ＦＡＸ： 

設立年月日及び人員     年  月  日設立         人 

主な事業（活動）の 

内 容 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資金助成及び委託の 

実 績 

 

 

 

 

担当者（所属・職・氏名）  

住所及び連絡先 

〒 

 

電話：         ＦＡＸ： 

E-mail： 
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実施要領様式１ 

「緑といきもの賑わい事業」事業内容書 

 

事 業 名          

事業実施地域 

※普及啓発事業は省略 

 

実施予定期間         年  月  日 ～   年  月  日 

事 業 目 的         

 

事 業 内 容         

 

期待される効果         

 

補助対象事業費                                                円 

補助金交付申請額                                      円 
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収 支 予 算 書 

 

 

１ 収 入 

 

区 分 予算額（円） 備 考 

県補助金   

自己負担金   

合 計   

 

 

 

２ 支 出 

 

事業の区分 費 目 予算額（円） 備 考 

    

    

 合 計   

 

※事業の区分 

    ①緑化事業 ②保全地域等の保全事業 ③希少野生動植物の保護増殖事業      

    ④生物の生息・生育空間の保全等に関する事業 

⑤普及啓発事業 ⑥組織基盤強化事業 
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実施要領様式１ 

「緑といきもの賑わい事業」事業内容書 

 

事 業 名         〇○地域における在来種の生息・生育地保全事業 

事業実施地域  

※普及啓発事業は省略 

○○市○○町周辺の水辺（河川や池等） 

実施予定期間         ○年 ○月 ○日 ～  ○年 ○月 ○日 

事 業 目 的         

○○地域の水辺（河川や池等）では、特定外来生物であるアメリカザ

リガニが侵入し、在来の水生昆虫や植物が減少してきているため、ア

メリカザリガニの侵入状況を調査し、必要に応じて防除作業を行う。

また、防除の必要性を理解してもらうための講演会を実施するととも

に、防除作業に地域住民の参加を促すことで、地域の身近な問題とし

て認識してもらえるような普及啓発も併せて実施する。 

事 業 内 容         

④生物の生息・生育空間の保全等に関する事業  

・アメリカザリガニの捕獲調査 ・希少種の生息・生育状況調査 

・駆除作業及び保護柵の設置 

⑤普及啓発事業 

・講演会 １回  ・地域住民参加型作業日 2日 

⑥組織基盤強化事業 

・侵入状況調査に係る資材購入 ・防除、駆除作業のための資材購入 

期待される効果         

④アメリカザリガニの生息数を減らすことで、水生昆虫や水草の捕食

・切断等の悪影響が軽減される。また、希少種の存在が明らかになる

ことで、事業の価値や必要性が高まる。 

⑤により、当地域における保全の重要性を多くの人に認識してもらい、

将来の担い手になってもらうことで、長期にわたる保全活動につなが

る。 

⑥により、消耗品だけではなく作業に必要な資機材を確保することが

でき、より効率的な活動につながる。 

補助対象事業費                                      679,330    円 

補助金交付申請額                              611,000   円 

記載例 
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収 支 予 算 書 
 

１ 収 入 

区 分 予算額（円） 備 考 

県補助金 611,000円  

自己負担金 68,330 円  

合 計 679,330 円  

 

２ 支 出 

事業の区分 費 目 予算額（円） 備 考 

④生物の生息・生

育空間の保全等

に関する事業 

資材購入費 52,000 円 支柱、ガーデンロープ、保

護柵用板、誘引餌 

旅費交通費 40,000 円 保全作業に係る交通費 

賃金 86,400 円 保全作業賃金 

 小計 178,400 円  

⑤普及啓発事業 印刷製本費 5,000 円 イベントチラシ 

借上料 100,000 円 トラック、会場使用料 

資材購入費 34,000円 ごみ袋等消耗品 

賃金 50,000 円 日当 

賃金 72,000 円 当日作業保全作業賃金 

講師謝金 29,700 円 外部講師による指導料 

その他 19,230 円 ボランティア保険 

ごみ処理費用 

 小計 309,930 円  

⑥組織基盤強化

事業 

資材購入費 191,000 円 アナゴカゴ、タモ網、バッ

ト、長机、テント等 

 小計 191,000 円  

 合 計 679,330 円  

 

記載例 

1 点 5 万円以上の資材は、 
備品となり対象外となります 

その他の経費については、 
対象となるか自然環境課に 
ご相談ください 

合計額の 9/10 以内で千円単位 
※民間団体のうち、中小企業者、NPO

法人、任意団体・ボランティア団体を除

く団体の補助率は 1/2 以内である。 


